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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，無機マテリアル学

会（IMJ）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS R 9200:1999 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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せっこう及び石灰に関する用語 

Glossary of terms related to gypsum and lime 

 
序文 

この規格は，1969 年に制定されて以来，改正，確認が行われてきた。せっこう及び石灰工業の技術革新

に伴い関連する日本工業規格にもかなりの改正，廃止，統合が繰り返され，これらをこの規格にどのよう

に反映させ，また近年の技術の動向を盛り込むかが大きな課題であった。 

今回の改正に当たっては，せっこう及び石灰に関する用語並びに定義を全体的に見直すこととした。す

なわち，学会又は関係業界で使用されている用語，その慣用語，英語を中心とした外来語由来の用語につ

いて，実情に即した内容とするべく改正を行った。 

 

1 適用範囲 

この規格は，せっこう及び石灰に関連する主な用語及び定義について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 5008 舗装用石灰石粉 

JIS A 6301 吸音材料 

JIS A 6901 せっこうボード製品 

JIS A 6902 左官用消石灰 

JIS A 6903 ドロマイトプラスター 

JIS A 6904 せっこうプラスター 

JIS K 8617 炭酸カルシウム（試薬） 

JIS K 8963 硫酸カルシウム二水和物（試薬） 

JIS R 0305 石灰焼成用窯炉の熱勘定方式 

JIS R 5201 セメントの物理試験方法 

JIS R 9001 工業用石灰 

JIS R 9101 セッコウの化学分析方法 

JIS R 9111 陶磁器型材用せっこう 

JIS R 9112 陶磁器型材用せっこうの物理試験方法 

JIS R 9151 セメント用天然せっこう 

JIS S 6009 白墨 

JIS T 6604 歯科用焼石こう（膏） 


